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A－96　野菜類の金属奪肩舎について
　　　中京や大家政o面司り

食物学49

　目的　日常食あのなひ,t≒奸菜昨3tどりン姉の^^哨概質の磯妬恥にり鴎r-t

季t"あるA-. なかにIjPb . CdlあるいはCrなどのj;うi:む( ろ人体にとバ肩害な元系も含
まれてわす^々・陶瓊か吐し■:マく5．本研究,J洛表喰品中に晋^れひヽる/iヽ属元%の■

t知るりりr≒髪知t下にあヽい^栽培釧ぺ^-野葉跨にっべ分埓£試み．最£，ぼやらにt知る図的r≒髪知壕r･=あヽい^戴堵されj>.野葉跨にっぺ分埓£ 試み。最£、'≪!=
よ・Z報奮さ小た命伽直ti,わわせ:て比蜘鉢れたのTヽその移果にっヽぺ報告Ｕ。
　方法抑紬;喫-fi2ﾀり9 恥ワ,ﾖ～/2月2明口に瓊知-i|下･c･おいて栽場11^た奸葉蛎を

農わ,ら直将入,手し. 3 日以|/} にμi I 行い分柳直,7･t鮮す量わむバヽ表わしrこ。試料の

灰叱に,j乾熟迪£用い. Fe. Co, Cu. ＆.M。U，Cr, PbおヽJ:びN,の9種類の元素を原子

吸光,迪によ，て分fれr-r。

　結栗を属^オン列こみぶと, R,]分析した者属。,れヽヽも含量の7<?oヽ方に属し, 嘉食ゐ

に広く含ま,れひヽ§ な, 如?ヽ｀tほうれんそうて･^斟o辰分表の鵜直,こ比べヽマガ,なク倣く。

また。さやA" っ,ピーマンA 々うり, なf おd:^^■しょう泰ヽ等てヽ'り査,こ∂ヽnり高ヽヽ値*-f#

られr-こ・^九分跨(vi^漏A 才ンのヽﾁﾞﾌヽ･|3Fe,＆，M。おヽよぴヽN.>ヽ･比蜘り含量の今い方に

属L. , C<A, Co. C(k. Crおヽj:&.-pb坏,?&に少｀ない方･こ属していrこ震，でっおヽも<n ／痩確'-

Cd.細々ク^ .な^の／掩呼ヽにPb蛮ヽ<f徊f>P，tヽヽう高ヽヽ値if- ?もの&.あ・Tc・でら･=if･ﾁﾞ

らの分芯直に比べ≒にんじん，しょう次･め鴎含肩量, 今やべつ. な? . ( Jtう^ヽおヽよ^^-で

つ3 ヽヽものCu^量か･いfれも辺わ21ヽりそれ以下であi りに踪し，なずわf:なピーマン

のPtあSい･埓申うりM^'滴量･3いTi^も2倍^ r-:,3それいÅ£で名，r-z。

　A－97　果呉市のアミノ叙配糖体に関する研兎（第I報Ｊ

　　　　メロン中･のブミノ酸配鴇伴
　　　　04形県立米スガ短大，　樋　光案　ｏｲi攘幸火

　目前　メロン岬熱水油出液に酢酸鉛をぶえX ぴ過し，アンモニ｡ア水て？H＆･こ調整後塩基

性酢豚鉛i 強力口し，アルコール甲に注入ヽしてゐ殿物り戸別すφ。談化か秉てリ沈鉛処理しI,

1ﾖ色吸湿性の粉末を祷る。収量はフ･リンスメロン/.Z 町よりＺ､ﾀﾞ･噂ご゛この分解佃の化営性

について検討しr:。

　方法　試料り靖政分の検索と｡しt ペーパー7 t7マト万ラフと試A る。県闇ぐ執i吋バ炉

夙砲丿孔暴開剖,よフ｀タ/リレ，mmバt< ＝4; I；に% 色剤IJ -ンヒドリン洛礼　i たμ

アニリンブダ- ノレ酸坏弟5.便用1 ゐ。次に液体7 ロマト( 日立ﾌ3A-型）ICて赫，アミノit

乞攻£走量する。糖の捜索として，-?M-トリフルオロ酢酸I- %
して試料r なし｡,カラム温度μし緩Ml液はホウ肢端衝液，流速･μ農衝液郊外／U, .発色液

u 0./%オルシンぶL放液, 測定成長はダZタ々nvL）･。－トスピードか・・/u。アミノ酸の,梗索

として[も加本分解勿i O.zMクエン原緩衝液（pH2.2）i; 乙々｀レて試料^なし，カラム温漢

打't, 穣衝液は7エン朧瑛勣既，発色漱,≫ニンヒド丿ン試県，浪速･り鳶衝液ざ川／‰｡発色

■Aμ^1/‰,測足液長Iよ4千0・*ノタら，。とμ－，fター－トスt°ードμ－μ^

　狛果　メロンより精f 分離した自色栃末ぼ。アミノ麟としてμアス,パラr>倣（-f*凧’

蒋としてI a 7’ﾉ＼-コース><梗出iれる。定量昴果よりこの聊笥1*アペパ7 ヤ > 酸とダル=ﾌ

―べ才vI ; ) モノむ比で構成しい
タベレ顔）フカ，しか’キシル基とおμ営乙乙い^7ミ／酸配雌体こヽあうこμ定しら


